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(57)【要約】
　カートリッジタイプのフィルタがハウジング中に取り
付けられ、ハウジングの頂部から点検整備される。カー
トリッジは、軸方向に積層された第１媒体パックおよび
第２媒体パックを含む。第２媒体パックは、第１媒体パ
ックの後ろに連続して配置され、通過する液体の一部を
ろ過する。第２媒体パックは、第１媒体パックよりも高
い効率を有する。総合設計は、フィルタカートリッジが
ハウジングから完全に除去される前に、フィルタハウジ
ングの内部から後ろの溜めまで液体を排液することがで
きる排液システムを有する。他のオプションの特徴はオ
イル冷却器、各種バルブおよびフィルタカートリッジロ
ックアウト機構を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィルタカートリッジであって、
　（ａ）前記フィルタカートリッジは、管状形状を有し、第１の開いている内部空間を画
定する第１媒体パックを備え、
　　（i）前記第１媒体パックは、第１端部と第２端部とを持ち、
　（ｂ）前記フィルタカートリッジは、管状形状を有し、第２の開いている内部空間を画
定する第２媒体パックを備え、
　　（i）前記第２媒体パックは、第１端部１と第２端部とを持ち、
　（ｃ）前記フィルタカートリッジは、前記第１媒体パックと前記第２媒体パックとの間
にある中央端部キャップを備え、前記中央端部キャップは、第１側部と、対向する第２側
部と、前記第１側部および前記第２側部の間に延びている内腔を画定する管状壁とを有し
、
　　（i）前記第１媒体パックの第２端部は、前記中央端部キャップの第１側部に固定さ
れ、
　　（ii）前記第２媒体パックの第１端部は、前記中央端部キャップの第２側部に固定さ
れ、
　　（iii）前記管状壁は、前記内腔と前記中央端部キャップの外側領域との間の連絡を
提供するスロット構成物を画定することを特徴とするフィルタカートリッジ。
【請求項２】
　（ａ）前記第１媒体パックの第１端部に固定され、前記第１の開いている内部空間と連
絡している開口部を画定する第１端部キャップと、
　（ｂ）前記第２媒体パックの第２端部に固定され、前記第２の開いている内部空間と連
絡している開口部を画定する第２端部キャップと、
をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載のフィルタカートリッジ。
【請求項３】
　（ａ）前記第１端部キャップは、前記第１端部キャップの開口部を取り囲こみ軸方向に
延びている壁を含み、前記壁は、Ｏ－リングシール部材を保持し、
　（ｂ）前記第２端部キャップは、前記第２端部キャップの開口部を取り囲み軸方向に延
びている壁を含み、前記壁は、Ｏ－リングシール部材を保持することを特徴とする請求項
２に記載のフィルタカートリッジ。
【請求項４】
　（ａ）前記第１端部キャップは、半径方向の内側に向かって前記第１端部キャップの開
口中に突き出ている少なくとも１つの主要タブをさらに含むことを特徴とする請求項２ま
たは請求項３に記載のフィルタカートリッジ。
【請求項５】
　（ａ）前記少なくとも１つの主要タブは、少なくとも４つの主要タブを含むことを特徴
とする請求項４に記載のフィルタカートリッジ。
【請求項６】
　（ａ）前記中央端部キャップは、前記中央端部キャップの第１側部を取り囲こむ壁から
半径方向に突き出ているリップシール部材を含んでいることを特徴とする請求項１乃至請
求項５のうちのいずれか１項に記載のフィルタカートリッジ。
【請求項７】
　（ａ）前記中央端部キャップは、前記管状壁によって保持されかつ前記スロット構成物
と前記中央端部キャップの第２側部との間で軸方向に前記内腔の内側を覆うＯ－リングシ
ール部材を含むことを特徴とする請求項１乃至請求項６のうちのいずれか１項に記載のフ
ィルタカートリッジ。
【請求項８】
　（ａ）前記スロット構成物は、少なくとも１つの細長く延びているスロットを含むこと
を特徴とする請求項１乃至請求項７のうちのいずれか１項に記載のフィルタカートリッジ
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。
【請求項９】
　（ａ）前記第１媒体パックと前記第２媒体パックとは、筒状形状であり、
　（ｂ）前記第１媒体パックは、前記第２媒体パックより大きい直径を持つことを特徴と
する請求項１乃至請求項８のうちのいずれか１項に記載のフィルタカートリッジ。
【請求項１０】
　（ａ）前記第１媒体パックは、前記第２媒体パックの軸方向の長さより大きな軸方向の
長さを有することを特徴とする請求項１乃至請求項９のうちのいずれか１項に記載のフィ
ルタカートリッジ。
【請求項１１】
　（ａ）前記第１媒体パックは、ひだ付き媒体を含み、
　（ｂ）前記第２媒体パックは、ひだ付き媒体を含み、
　（ｃ）前記第１媒体パックと前記第２媒体パックとは、同軸方向に整列されていること
を特徴とする請求項１乃至請求項１０のうちのいずれか１項に記載のフィルタカートリッ
ジ。
【請求項１２】
　フィルタアセンブリであって、
　請求項１のフィルタカートリッジと、
　（ａ）内部を画定する基部ハウジングを含む基部アセンブリであって、前記フィルタカ
ートリッジが前記基部ハウジングの内部に操作可能でかつ取り外し可能に取り付けられて
いる前記基部アセンブリと、
　（ｂ）前記基部ハウジング上に取り外し可能に配置されるカバーであって、前記基部ハ
ウジングの内部へのアクセスと前記取り外し可能なフィルタカートリッジへのアクセスと
を可能とするために選択的に取り外し可能である、前記カバーと、
を含むことを特徴とするフィルタアセンブリ。
【請求項１３】
　（ａ）前記基部ハウジングの内部に操作可能に配置されたハウジング挿入部をさらに含
み、前記ハウジング挿入部は、挿入部内部を画定する挿入部を取囲む壁と、前記挿入部内
部へのアクセスを提供する開いている口部と、第１開口部とバルブ収容開口部とを画定す
る挿入部底部とを含み、
　　（i）前記フィルタカートリッジは、前記第２媒体パックと前記中央端部キャップと
が前記挿入部内部の内側に配置されているが、前記第１媒体パックが前記挿入部内部の外
側に配置されるように、前記ハウジング挿入部中に操作可能に取り付けられていることを
特徴とする請求項１２に記載のフィルタアセンブリ。
【請求項１４】
　（ａ）前記中央端部キャップは、前記中央端部キャップの第１側部を取り囲こむ壁から
半径方向に突き出ているリップシール部材を含み、
　　（i）前記リップシール部材は、前記挿入部を取囲む壁でシールを形成することを特
徴とする請求項１３に記載のフィルタアセンブリ。
【請求項１５】
　（ａ）前記挿入部の前記バルブ収容開口部内に組合わせバルブをさらに含み、
　　（i）前記組合わせバルブは、前記フィルタアセンブリを通過する流体の流れが無い
場合に、流体が前記第２媒体パックを通って流れることができかつ流体が前記基部ハウジ
ングから排液されないようにすることで流体の量を制御することを特徴とする請求項１３
または請求項１４に記載のフィルタアセンブリ。
【請求項１６】
　（ａ）前記基部アセンブリは、前記基部ハウジングと連絡するポートアセンブリをさら
に含むことを特徴とする請求項１２乃至請求項１５のうちのいずれか１項に記載のフィル
タアセンブリ。
【請求項１７】
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　（ａ）前記基部アセンブリは、前記ポートアセンブリに操作可能に接続された潤滑油冷
却アセンブリをさらに含むことを特徴とする請求項１６に記載のフィルタアセンブリ。
【請求項１８】
　（ａ）前記ポートアセンブリは、
　　（i）潤滑油ポンプの下流にある第１潤滑油チャンバと、
　　（ii）前記第１潤滑油ポンプの下流にありかつ前記潤滑油冷却アセンブリの上流にあ
り、前記潤滑油冷却アセンブリと連絡する第２潤滑油チャンバと、
　　（iii）前記潤滑油冷却アセンブリの下流にありかつ前記潤滑油冷却アセンブリと連
絡する、冷却された潤滑油入口チャンバであって、
　　　（Ａ）前記フィルタカートリッジアセンブリのすぐ上流にある、前記冷却された潤
滑油入口チャンバと、
　　（iv）前記フィルタカートリッジアセンブリの下流にあり潤滑油溜めの上流に配置さ
れた潤滑油溜めチャンバと、
　　（v）前記潤滑油冷却アセンブリの上流にあり、前記潤滑油冷却アセンブリと連絡す
る第１冷却液チャンバーと、
　　（vi）前記潤滑油冷却アセンブリの下流にあり、前記潤滑油冷却アセンブリと連絡す
る第２冷却液チャンバーと、
を含むことを特徴とする請求項１７に記載のフィルタアセンブリ。
【請求項１９】
　（ａ）前記ポートアセンブリ内に操作可能に配置され、前記第１潤滑油チャンバと前記
第２潤滑油チャンバとの間にある潤滑油の流量を制御する反排液バルブアセンブリと、
　（ｂ）前記第１潤滑油チャンバと前記冷却された潤滑油入口チャンバーとの間にある潤
滑油の流量を制御する潤滑油冷却バイパスバルブアセンブリと、
をさらに含むことを特徴とする請求項１８に記載のフィルタアセンブリ。
【請求項２０】
　（ａ）前記フィルタカートリッジのアセンブリが操作可能に設置されていない場合に、
前記基部ハウジングと前記カバーとが接続できないようにするフィルタロックアウト機構
をさらに含むことを特徴とする請求項１２乃至請求項１９のうちのいずれか１項に記載の
フィルタアセンブリ。
【請求項２１】
　（ａ）前記フィルタカートリッジのアセンブリが前記基部ハウジングから取り外される
前に、前記基部ハウジングの液体を排出する排液機構をさらに含むことを特徴とする請求
項１２乃至請求項２０のうちのいずれか１項に記載のフィルタアセンブリ。
【請求項２２】
　液体をろ過する方法であって、
　（ａ）前記方法は、液体の第１の流れから微粒子を除去するために前記液体の第１の流
れを第１のフィルタ媒体パックを通して導く工程を含み、
　（ｂ）前記方法は、前記第１のフィルタ媒体パックによって前記液体の第１の流れから
微粒子を除去した後で、前記第１の流れの体積のうちの少なくとも８０％をろ過された液
体ポートを通して下流のコンポーネントまで導き、かつ、前記体積のうちの残りの２０％
未満から微粒子を除去するために第２のフィルタ媒体パックを通して導くとともに第２の
流れを提供する工程を含み、
　　（i）前記第２のフィルタ媒体パックは、前記第１の媒体パックと同じカートリッジ
の一部であり、
　（ｃ）前記方法は、前記体積のうちの残りの２０％未満を前記第２のフィルタ媒体パッ
クに通して微粒子を除去した後で、前記第２の流れを液体溜めに導く工程を含むことを特
徴とする方法。
【請求項２３】
　前記第１の流れの体積のうちの少なくとも８０％をろ過された液体ポートを通して下流
のコンポーネントまで導き、かつ、前記体積のうちの残りの２０％未満を第２のフィルタ
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媒体パックを通して微粒子を除去するように導くとともに第２の流れを提供する工程は、
　　（ａ）前記第１の流れの体積のうちの少なくとも９０％をろ過された液体ポートを通
して下流のコンポーネントまで導き、かつ、前記体積のうちの残りの１０％未満を第２の
フィルタ媒体パックを通して微粒子を除去するように導くとともに第２の流れを提供する
ことを特徴とする請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記体積のうちの残りの２０％未満を第２のフィルタ媒体パックを通して微粒子を除去
するように導くとともに第２の流れを提供する工程は、
　（ａ）前記体積のうちの残りの２０％未満を、前記第１のフィルタ媒体パックと前記第
２フィルタ媒体とを結合する端部キャップ中の流路を通すように導く工程を含むことを特
徴とする請求項２２または請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記第２の流れを液体溜めに導く工程は、
　（ａ）前記第２のフィルタ媒体パックの清浄側部空間と溜めチャンバとの間にある組合
わせバルブを用いて前記第２の流れの流量を制御する工程を含むことを特徴とする請求項
２２乃至請求項２４のうちのいずれか１項に記載の方法。
【請求項２６】
　液体の第１の流れから微粒子を除去するために前記液体の第１の流れを第１フィルタ媒
体パックを通るように導く工程は、
　（ａ）前記第１の流れを第１の管状のひだ付き媒体パックの外側から前記第１の管状の
ひだ付き媒体パックの内側まで第１の管状のひだ付き媒体パックを通って半径方向に導く
工程を含み、
　前記第１の流れの体積のうちの少なくとも８０％をろ過された液体ポートを通って下流
のコンポーネントまで導き、かつ、前記体積のうちの残りの２０％未満を第２のフィルタ
媒体パックを通して微粒子を除去するように導くとともに第２の流れを提供する工程は、
　（ｂ）前記体積のうちの残りの２０％未満を、前記第１の管状のひだ付き媒体パックの
内側から、前記第１フィルタ媒体パックと前記第２のフィルタ媒体パックとの間にある流
れ通路を軸方向に通って前記第２のフィルタ媒体パックの外側の空間まで導き、次に、前
記第２のフィルタ媒体パックの外側の空間から前記第２のフィルタ媒体パックの内側の空
間まで第２の管状のひだ付き媒体パックを通って前記体積のうちの残りの２０％未満を導
く工程を含むことを特徴とする請求項２２乃至請求項２５のうちのいずれか１項に記載の
方法。
【請求項２７】
　前記体積のうちの残りの２０％未満を、前記第１の管状のひだ付き媒体パックの内側か
ら前記第１フィルタ媒体パックと前記第２のフィルタ媒体パックとの間にある流れ通路を
軸方向に通って、前記第２のフィルタ媒体パックの外側の空間まで導く工程は、
　（ａ）前記体積のうちの残りの２０％未満を、フィルタ挿入部壁の内側と前記第２のフ
ィルタ媒体パックの外側との間にある空間まで導く工程を含むことを特徴とする請求項２
６に記載の方法。
【請求項２８】
　フィルタアセンブリを点検整備する方法であって、
　（ａ）請求項１２のフィルタアセンブリを提供する工程と、
　（ｂ）前記基部ハウジングから前記カバーを取り外す工程と、
　（ｃ）前記基部ハウジングから前記フィルタカートリッジを取り外す工程と、
　（ｄ）前記基部ハウジング中に請求項１乃至請求項１１のうちのいずれか１項に記載の
新しいフィルタカートリッジを操作可能に取り付ける工程と、
　（ｅ）前記基部ハウジング上にカバーを配置する工程と、
を有することを特徴とする方法。
【請求項２９】
　（ａ）前記カバーを取り外す工程は、前記第１媒体パックの上流側部の液体を溜めチャ
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ンバまで排液するために、排液バルブ（３６）を開ける工程を含むことを特徴とする請求
項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　（ａ）前記カバーを取り外す工程は、前記第１媒体パックの上流側部の液体を溜めチャ
ンバまで排液するために、排液バルブ（３３６）を開ける工程を含むことを特徴とする請
求項２８に記載の方法。
【請求項３１】
　（ａ）前記新しいフィルタカートリッジを操作可能に取り付ける工程は、フィルタロッ
クアウト機構を解除する工程を含むことを特徴とする請求項２８に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はろ過に関する。特に、本発明は、例えば、内燃機関とともに使用するための油
あるいは他の潤滑剤のような流体のろ過に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本出願は、米国以外の全ての国を指定国とする出願人である米国国内企業のドナルドソ
ン会社と、米国のみを指定国とする出願人である米国人のジョン・Ｒ・ハッカー、ブラッ
ドリー・Ｓ・ホナーマンおよびマーク・エメリーの名において、国際特許出願として２０
０９年１月２２日に出願したものであり、２００８年１月２４日に出願した米国仮特許出
願第６１/０２３,２９６号の優先権を主張するものである。
【０００３】
　内燃機関は、総合的なエンジン部品の摩滅を低減するために色々な種類のフィルタを使
用する。特に、フィルタは、エンジンオイル中で見いだされるまたはエンジン作動の一部
として生み出される汚染物の多くを除去するために使用される。あるディーゼル機関では
、２つのオイルフィルタが、汚染物を除去するフィルタの効率を改良するために使用され
る。
【０００４】
　図１は先行技術システムを示している。図１では、第１フィルタ２００は、可動部を潤
滑するために使用されるオイルの大部分が第１フィルタ２００を通過するように、システ
ム中に配置されている。第２オイルフィルタ２０２は、第１フィルタ２００のすぐ上流側
に配置される。第２オイルフィルタ２０２は、残りのオイルが第２オイルフィルタ２０２
を通過して流れて、エンジンオイルリザーバ２０４に直接入るのを可能にする。第２オイ
ルフィルタ２０２は、第１フィルタ２００より効率的である。このことはまた、第２オイ
ルフィルタ２０２が、オイル流をより制限し、リザーバ２０４中のオイルを絶え間なく洗
浄するように作用することを意味する。正味の効果は、第１フィルタ２００を横切る高い
圧力低下の影響なしにオイル中での高い清浄度レベルを維持することである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ある先行技術システムでは、図１のアプローチは、２つの別々のフィルタ２００、２０
２が別々のハウジングに取り付けられることを必要とする。これは、不便であり、多くの
スペースを占め、ハウジング材料の過度の使用を引き起こす。これらの先行技術システム
において、第２フィルタ２０２は、第１フィルタ２００と平行して配置され、第１フィル
タ２００と同じレベルの汚染物に露出される。さらに、これらのフィルタは、しばしばス
ピン－オンフィルタ設計の一部である。従って、改良が求められている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　概要
　第１媒体パックと第２媒体パックを含むフィルタカートリッジアセンブリが提供される
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。中央端部キャップは、前記第１媒体パックと前記第２媒体パックとの間にある。前記中
央端部キャップは、内腔（bore）を画定する管状壁を有する。前記第１媒体パックは、前
記中央端部キャップに固定され、前記第２媒体パックは、前記中央端部キャップに固定さ
れる。中央端部キャップの壁は、内腔と中央端部キャップの外側領域との間の連絡を提供
するスロット構成物を画定する。
【０００７】
　もう一つの態様において、上記で特徴付けられるようなフィルタカートリッジと、基部
アセンブリと、カバーと、を含むフィルタアセンブリが提供される。基部アセンブリは、
内部を画定する基部ハウジングを含む。フィルタカートリッジは、基部ハウジングの内部
に操作可能にかつ取り外し可能に取り付けられる。カバーは、基部ハウジング上に取り外
し可能に配置される。カバーは、基部ハウジングの内部へのアクセスと取り外し可能なフ
ィルタカートリッジへのアクセスとを可能するために選択的に取り外し可能である。
【０００８】
　もう一つの態様において、液体をろ過する方法を提供する。１つの例示の方法は、液体
の第１流れから微粒子を除去するために前記第１の流れを第１のフィルタ媒体パックを通
るように導く工程と、前記第１のフィルタ媒体パックによって前記液体の第１流れから微
粒子を除去した後で、前記第１の流れの体積のうちの少なくとも８０％の体積をろ過され
た液体ポートを通って下流コンポーネントまで導き、かつ、前記体積のうちの残りの２０
％未満から微粒子を除去するために、第２のフィルタ媒体パックを通るように導くととも
に第２の流れを提供する工程と、前記第２のフィルタ媒体パックは、前記第１媒体パック
と同じカートリッジの一部であり、前記体積のうちの残りの２０％未満を前記第２のフィ
ルタ媒体パックに通して微粒子を除去した後で、前記第２の流れを液体溜めに導く工程と
、を含んでいる。
【０００９】
　もう一つの態様において、フィルタアセンブリを点検整備する方法が提供される。この
方法は、上記に特徴付けられたようなフィルタアセンブリを提供する工程と、前記基部ハ
ウジングから前記カバーを取り外す工程と、前記基部ハウジングから前記フィルタカート
リッジを取り外す工程と、上記の特徴を持つ新しいフィルタカートリッジを前記基部ハウ
ジング中に操作可能に取り付ける工程と、前記基部ハウジング上にカバーを配置する工程
と、を有する。
【００１０】
　例示の総合的な設計は、オプションにハウジングからフィルタカートリッジを完全に取
り外す前に、フィルタハウジングの内部から液体を排出して液体溜めに戻すことを可能に
する排液システムを含んでもよい。他のオプションの機能は、オイルクーラ、様々なバル
ブ、およびフィルタカートリッジロックアウト機構を含んでいる。
【００１１】
　本発明によるいくつかの選択された利点を持つ構成物では、本明細書に記載されたすべ
ての特徴が構成物に組み込まれている必要はない。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】先行技術のフィルタシステムの概略図である。
【図２】本発明の原理に基づいて構成されたフィルタシステムの概略図である。
【図３】本発明の原理に基づいて構成されたフィルタアセンブリの分解斜視図である。
【図４】使用のために作動可能に組み立てられた図３のフィルタアセンブリの斜視図であ
る。
【図５】図３と図４のフィルタアセンブリで使用可能なフィルタカートリッジの斜視図で
ある。
【図６】図５のフィルタカートリッジの別の斜視図である。
【図７】図５と図６のフィルタカートリッジで使用可能な端部キャップの分解斜視図であ
る。
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【図８】図５と図６のフィルタカートリッジで使用可能な端部キャップの分解斜視図であ
る。
【図９】図５と図６のフィルタカートリッジで使用可能な端部キャップの分解斜視図であ
る。
【図１０】本発明の原理に基づいて構成されたカバーアセンブリの分解斜視図である。
【図１１】図１０で図示されたカバーの斜視図である。
【図１２】本発明の原理に基づいて構成された基部アセンブリの分解斜視図である。
【図１３】図１２の基部アセンブリ内の内部コンポーネントの分解斜視図である。
【図１４】図１５の線１４－１４に沿って得られる、図４のフィルタアセンブリの断面斜
視図である。
【図１５】図４のフィルタアセンブリの側面図である。
【図１６】図１７の線１６－１６に沿って得られる基部アセンブリの一部であるポートア
センブリを通過する流体の流路を示す、フィルタアセンブリの部分断面図である。
【図１７】図４のフィルタアセンブリの側面図である。
【図１８】図１９の線１８－１８に沿って得られる、図４のフィルタアセンブリとそこを
通過する流路を示す断面視図である。
【図１９】図４のフィルタアセンブリの側面図である。
【図２０】図２１の線２０－２０に沿って得られる、図４のフィルタアセンブリと、フィ
ルタアセンブリを通過する流路を示す断面図である。
【図２１】図４のフィルタアセンブリの側面図である。
【図２２】図２３の線２２－２２に沿って得られる、フィルタアセンブリおよびフィルタ
アセンブリを通過する流路の断面図である。
【図２３】図４のフィルタアセンブリの側面図である。
【図２４】カバーとカートリッジアセンブリが取り外された状態で本発明の原理に基づい
て構成された排液を示す図２５の線２４－２４に沿って得られる断面図である。
【図２５】カバーとカートリッジアセンブリを取り外した基部アセンブリの側面図である
。
【図２６】図４のフィルタカートリッジアセンブリの断面図である。
【図２７】図２６のフィルタカートリッジアセンブリの部分拡大斜視断面図である。
【図２８】図２６のフィルタカートリッジアセンブリの部分拡大斜視断面図である。
【図２９】本開示の原理に基づいて構成されたフィルタアセンブリ中で使用する内部コン
ポーネントの別の実施例の分解斜視図である。
【図３０】図１４の断面図に類似する、図２９の内部コンポーネントを利用するフィルタ
アセンブリの断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　１つの態様において、図１の先行技術システムに対する改良は、第１フィルタと平行に
配置するよりはむしろ第１フィルタの下流により効率的な第２フィルタを配置することで
ある。この方法は、第２フィルタが汚染物粒子により少なく晒されるため、第２フィルタ
の寿命を伸ばすであろう。通常は、第１フィルタを通過する第１フィルタを通る流量にお
けるわずかな増加を補うために、少量の追加の媒体だけが第１フィルタ中で必要とされる
。もう一つの態様において、図１の設計に対する別の改良は、スピンーオンフィルタカー
トリッジ設計を利用するよりはむしろボウルカートリッジアセンブリを提供することであ
る。ボウルカートリッジアセンブリを利用すると、フィルタが点検整備されるたびに、ス
ピン－オンハウジングを処分する必要がなくなるだろう。ボウルカートリッジアセンブリ
では、カートリッジだけが取り替えられる。本明細書で特徴付けられるように、設計にお
ける追加の別々の独立した改良がある。
【００１４】
　図２に、本開示の原理に基づく改良されたシステムを示す。明瞭にするために、全ての
図に参照番号のすべてを示していない。図２では、第１フィルタは、２１０で概略的に示
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されるが、第２フィルタ２１２は、第１フィルタ２１０に対して平行に配置するよりはむ
しろ連続して配置して提供される。図２のシステムで理解することができるように、オイ
ルなどの流体は、第１フィルタ２１０を通過して流れた後で、その一部が下流のエンジン
部品２１４まで流れるが、残りの部分は、第２フィルタ２１２を通って流れる。第２フィ
ルタ２１２を通って流れる部分は、エンジン油ため２１６に戻る。
【００１５】
　ここで、本開示の原理に基づいて構成されるフィルタアセンブリ１の実施例を示す図３
と図４に注目する。図示した実施例では、フィルタアセンブリ１は、基部アセンブリ２と
カバー/カートリッジアセンブリ３とを含む。カバー/カートリッジアセンブリ３は、整備
点検の間、フィルタアセンブリ１から取り外し可能である。カバー/カートリッジアセン
ブリ３は、カバー２１とフィルタカートリッジアセンブリ５とを含む。整備点検の間、フ
ィルタカートリッジアセンブリ５は取り替えられる。
【００１６】
　図５と図６に、フィルタカートリッジアセンブリ５の更なる図を示す。フィルタカート
リッジアセンブリ５は、第１媒体パック６を備える第１フィルタ２１０と、第２媒体パッ
ク７を備える第２フィルタ２１２を含む。この特別な例では、第１媒体パック６と第２媒
体パック７は、中央端部キャップ８によって分離されている。示された実施例では、第１
媒体パック６は、管状形状を有し、第１の開いている内部空間２５０（図１４）を画定す
る。第１媒体パック６は、さらに、対向する第１端部２５１と第２端部２５２とを備える
。好ましくは、第１媒体パック６は、筒状構造物であり、例えば、ひだ付きセルロースな
どのようなひだつき媒体を含むさまざまな種類の媒体から作ることができる。図５と図６
から理解できるように、第１フィルタ２１０と第２フィルタ２１２は、共通に一体成形さ
れたフィルタカートリッジアセンブリ５の一部である。すなわち、第１フィルタ２１０は
、第２フィルタ２１２を独立に取り外すことができないし、その逆もまた同様である。
【００１７】
　この例では、第２媒体パック７は、管状形状であり、第２の開いている内部空間２５４
を画定する。第２媒体パック７は、対向する第１端部２５５と第２端部２５６を有する。
図示された実施例では、第２媒体パック７もまた、好ましくは筒状である。例えば、ひだ
付媒体を含むさまざまな異なる媒体から作ることができる。上記説明したように、第２媒
体パックは、第１媒体パック６の媒体よりも効率的な媒体から作られることが好ましい。
例示の例では、第１媒体パック６および第２媒体パック７は、オプションに同軸上に一直
線に並べられる。すなわち、この例では、第１媒体パック６および第２媒体パック７は、
共通の軸を共有する。図示された実施例では、第１媒体パック６および第２媒体パック７
は、一方の上に他方を積み重ねている。他の実施例では、第１媒体パック６および第２媒
体パック７は、異なるように配置することができる、例えば、第１媒体パック６および第
２媒体パック７は共通の軸を共有しない（すなわち、同軸方向に並べられない）ような方
法で配置される。
【００１８】
　図示された実施例では、第１媒体パック６は、第２媒体パック７より大きい直径を有す
る。典型的な実施例では、第１媒体パック６は、第２媒体パック７より２～１５％大きい
媒体パックである。また、図示された実施例では、第１媒体パック６は、第２媒体パック
７より大きい総合的な軸方向長さを持つ。典型的な実施例では、第２媒体パックより２～
２０％長い第１媒体パック６を含むだろう。第１媒体パック６および第２媒体パック７は
、通常は、ひだ付き紙であるだろう。媒体パック７のろ過効率は媒体パック６の効率より
大きくすることができる。例えば、媒体パック７のろ過効率は、２～１０μｍまでである
が、媒体パック６の効率は、１５～３０μｍまでであり得る。いくつかの例では、媒体パ
ック７は、媒体パック６よりも少なくとも１５０％だけ効率的であるだろう。
【００１９】
　第１媒体パック６と第２媒体パック７との間に中央端部キャップ８を配置することがで
きる。図７では、中央端部キャップ８は、対向する第１側部２５８（図１４）と、第２側
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部２５９と、第１側部２５８および第２側部２５９の間に延びている管状の壁２６０とを
有する。
【００２０】
　図示された実施例では、第１媒体パックの第２端部２５２は、中央端部キャップの第１
側部２５８に固定されている。図示された実施例では、第２媒体パックの第１端部２５５
は、中央端部キャップの第２側部２５９に固定されている。この方法は、中央端部キャッ
プ８を通って、第１媒体パック６と第２媒体パック７がそれぞれの軸端部で互いに固定さ
れているか、取り付けられているか、または連結されている。中央端部キャップ８の管状
壁２６０は、スロット構成物２６２を含んでいる。図示された実施例では、スロット構成
物２６２は、流れの流路９として機能する少なくとも１つの細長く延びているスロット２
６４を含んでいる。この様に、スロット構成物２６２は、内腔（bore）２６１と中央端部
キャップ８の外側の領域との間での連絡を提供する。内腔２６１は、第１側部２５８と第
２側部２５９との間で延びており、管状壁２６０によって画定される。
【００２１】
　中央端部キャップ８は、Ｏリングシール部材１０’を保持するためにＯリング溝１０を
画定する。Ｏリング溝１０は、管状壁２６０によって画定され、スロット構成物２６２と
中央端部キャップの第２側部２５９との間で軸方向に内腔２６１沿って並んでいる。Ｏリ
ングシール部材１０’は、フィルタカートリッジアセンブリ５が、基部アセンブリ２内に
操作可能に取り付けられるときに、インナーライナ６３（図１３）をシールする。
【００２２】
　示された実施例では、中央端部キャップ８は、さらに、リップシール部材１２を含む。
リップシール部材１２は、中央端部キャップの第１側部２５８を取り囲む壁２６６から半
径方向に突き出ている。フィルタカートリッジアセンブリ５が操作可能に基部アセンブリ
２中に取り付けられるときに、リップシール部材１２は、ハウジング挿入物５１（図１２
）とシール１２’（図１４）を形成する。
【００２３】
　図９を参照すると、フィルタカートリッジアセンブリ５は、この実施例では、第１端部
キャップ１３を含む。第１端部キャップ１３は、第１媒体パックの第１端部２５１に固定
され、第１の開いている内部空間２５０（図１４）と連絡する開口２６８を画定する。図
示された実施例では、第１端部キャップ１３は、第１端部キャップ２６８を取り囲んでい
る軸方向に延びている壁２７０を含む。図示された実施例では、壁２７０は、０リングシ
ール部材１４を保持するための溝１４’を画定する。フィルタカートリッジアセンブリ５
が、適切な場所に操作可能に取り付けられたカバー２１とともに基部アセンブリ２中で操
作可能に組み立てられた場合に、０リングシール部材１４'は、カバー/カートリッジアセ
ンブリ３の一部であるバルブシート挿入物２３（図１０）でシールを形成する。図示され
た実施例では、第１端部キャップ１３は、さらに、半径方向内側に第１端部キャップ開口
２６８中に突き出ている少なくとも１つの主要タブ１６を含む。主要タブ１６は、少なく
とも１つ配置することができ、図示された実施例では、開口２６８の周りに半径方向に間
隔をあけて４つ配置したものを例示する。主要タブ１６は、ロックアウト機構と協力する
。ロックアウト機構は、フィルタカートリッジアセンブリ５が操作可能に取り付けられな
い場合に、基部アセンブリ２とカバー４とが確実に接続できないようにする。
【００２４】
　第２端部キャップ１７は、第２媒体パックの第２端部２５６（図１４）に固定されて示
されており、第２の開いている内部空間２５４と連絡する開口２７２（図８）を画定する
。第２端部キャップ１７は、第２端部キャップ２７２を取り囲んで軸方向に延びている壁
２７４を含む。第２端部キャップ壁２７４は、０リングシール部材１８’を保持する溝１
８を画定する。０リングシール部材１８'は、フィルタカートリッジアセンブリ５が基部
アセンブリ２内に操作可能に取り付けられているとき、ハウジング挿入物５１（図１２）
とシールを形成する。
【００２５】
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　次に、図１０と図１１に注目する。カバーアセンブリは、一般的に２０で例示される。
この実施例では、カバーアセンブリ２０は、カバー２１、バルブピン２２、バルブシート
挿入物２３、バルブポペット２４、バルブシール２５、ワッシャー２６、バルブバネ２７
、ピンカップ２８、およびスナップリング２９を含む。他の実施例は、同じ機能を達成す
るために異なる部品を含むことができる。
【００２６】
　理解できるように、この例のカバー２１は、頂部２７６と周囲側壁２７７を含む。周囲
側壁２７７は、カバー２１が選択的に取り外し可能に基部アセンブリ２に取り付け可能に
するねじ山２７８を含む。ナット２７９は、カバー２１の頂部２７６にあり、基部アセン
ブリ２上の適所にカバー２１を固定するか／または固定しないように補助する。シール部
材７５は、基部ハウジング３０とシールを形成するために、カバー２１の溝７６に保持さ
れる。
【００２７】
　バルブピン２２、バルブシート挿入物２３、ポペット２４、シール２５、ワッシャー２
６、バネ２７、ピンカップ２８、およびスナップリング２９は、バイパスバルブアセンブ
リ２８０の一部である。図１４と図２８より、バイパスバルブアセンブリ２８０が使用中
に、フィルタカートリッジアセンブリ５の内部にどのように操作可能に取り付けられるか
を理解できる。第１媒体パック６を通る必要以上の制限があるかまたはコールドスタート
条件の場合に、バルブポペット２４は、バネ２７と反対方向に移動でき、開口２８１から
バルブシート挿入物２３中に離れる方向に動くことができる。このことは、開口２８１を
通る液体の流れが内部空間２５０中に入ることを可能にする。
【００２８】
　次に、図１２に注目する。図１２は基部アセンブリ２を示す。この実施例では、基部ア
センブリ２は、基部ハウジング３０と、潤滑油クーラーまたは油冷却器３１と、ポートア
センブリ２８４とを含む。基部ハウジング３０は、内部２８６を画定する。フィルタカー
トリッジアセンブリ５は、基部ハウジング３０の内部２８６に操作可能で取り外し可能に
取り付けられる。カバー２１は、基部ハウジング３０上で取り外し可能に配置されかつ選
択的に取り外し可能であり、取り外し可能なフィルタカートリッジアセンブリ５へのアク
セスを可能するために内部２８６へのアクセスを可能する。他の実施例は、同じ機能を達
成するために異なる部品を含むことができる。
【００２９】
　また図１２を参照すると、２つの冷却管３２、３２’、オイル冷却バイパスバルブアセ
ンブリ３３、チェックバルブアセンブリ（または、反排液バルブ）３４、ハウジング挿入
物５１、インナーライナアセンブリ３５、排液バルブ３６、バネ３７がある。
【００３０】
　この実施例では、オイル冷却バイパスバルブアセンブリ３３は、プラグ３８、Ｏリング
３９、バルブピン４０、バルブバネ４１、Ｏリング４２、およびバルブポペット４３を含
む。他の実施例は、同じ機能を達成するために異なる部品を含むことができる。
【００３１】
　チェックバルブアセンブリ３４は、プラグ４４、Ｏリング４５、バルブピン４６、バル
ブバネ４７、Ｏリング４８、およびバルブポペット４９を含む。他の実施例は、同じ機能
を達成するために異なる部品を含むことができる。
【００３２】
　また図１２を参照すると、ポートアセンブリ２８４は、潤滑油（オイルなど）と冷却液
を含む様々な流体を保持して移送するために複数のチャンバを画定する。図示された実施
例では、ポートアセンブリ２８４は、図２のポンプ２８８のような潤滑油ポンプから下流
の位置に第１潤滑油チャンバ２８７を含む。第２潤滑油チャンバ２８９は、第１潤滑油チ
ャンバ２８７の下流の位置にあり、第１潤滑油チャンバ２８７に連結するポート２９０と
第２潤滑油チャンバ２８９を含む。
【００３３】
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　チェックバルブアセンブリ３４は、反排液バルブとして作動し、第１潤滑油チャンバ２
８７と第２潤滑油チャンバ２８９との間のポート２９０で流れを制御する。第２潤滑油チ
ャンバ２８９は、油冷却器アセンブリ３１の上流の位置にあり油冷却器アセンブリ３１に
連結している。
【００３４】
　ポートアセンブリ２８４は、さらに潤滑油溜めチャンバ２９１（図１６）を含む。潤滑
油溜めチャンバ２９１は、フィルタカートリッジアセンブリ５の下流の位置にあり、潤滑
油溜め２１６（図２）の上流の位置にある。潤滑油溜めチャンバ２９１から潤滑油溜め２
１６まで導くポート２９２を図１６で見ることができる。
【００３５】
　冷却された潤滑油の入口チャンバ２９４は、油冷却器３１の下流の位置にあって油冷却
器３１と連結している。冷却された潤滑油の入口チャンバ２９４は、フィルタカートリッ
ジアセンブリ５の直ぐ上流にある。図１０で理解することができるように、オイル冷却バ
イパスバルブアセンブリ３３は、第１潤滑油チャンバ２８７と冷却された潤滑油の入口チ
ャンバ２９４との間で流れを制御する。油冷却器３１を通る流れがいかなる理由によって
制限される／またはバックアップされる場合、流体圧力は、ポペット４３上でバネ４１を
圧迫することができる。その結果、バネ４１は、第１潤滑油チャンバ２８７と冷却された
潤滑油の入口チャンバ２９４との間のポート２９６を開け、潤滑油またはオイルが第１潤
滑油チャンバ２８７から直接冷却された潤滑油の入口チャンバ２９４まで流れることによ
り油冷却器３１をオイルがバイパスするのを可能にする。
【００３６】
　ポートアセンブリ２８４は、さらに、油冷却器３１の上流の位置に第１冷却液チャンバ
２９８を含み、油冷却器３１と連結している。第２冷却液チャンバ２９９は、油冷却器３
１の下流の位置にあり、油冷却器３１と連結している。
【００３７】
　図１６で、見える別のポートは、ポート３００である。ポート３００は、オイルなどの
ろ過流体を第１媒体パック６の清浄側部からエンジン部品２１４（図２）まで移送する。
【００３８】
　次に、図１３を注目する。図１３に、内部コンポーネントに沿ってハウジング挿入物５
１を示す。組合わせバルブアセンブリは、５１ａで見ることができる。組合わせバルブア
センブリ５１ａは、ハウジング挿入物５１の底壁３０３の開口３０２を収容するバルブ内
に配向されている。組合わせバルブアセンブリ５１ａは、エンジンが止められ、フィルタ
アセンブリ１を通る潤滑油あるいは流体の流れがない場合に、第２媒体パック７を通って
流れることができる流体の量を制御し、流体が基部ハウジング３０から戻って排液しない
ようにする。
【００３９】
　図示された実施例では、組合わせバルブアセンブリ５１ａは、バネピン５２、バネリテ
ーナ５３、下側バネ５４、ディスク５５、シール部材５６、バルブポペット５７、上側バ
ネ５８、バルブシート５９、バルブカップ６０、およびスナップリング６１を含む。図２
２は、フィルタカートリッジアセンブリ５が基部ハウジング３０に取り付けたとき、ハウ
ジング挿入物５１中の開口３０２を収容するバルブ内に操作可能に取り付けられた組合わ
せバルブアセンブリ５１ａを示している。他の実施例は、同じ機能を達成するために他の
部品を含むことができる。
【００４０】
　ハウジング挿入物５１は、挿入物内部３０６（図１２）を画定する壁３０４を取り囲込
む挿入物を含む。開いている口３０８（図１２）は、内部３０６までのアクセスを提供す
る。挿入物底壁３０３（図１３）は、開いてる口３０８の反対側にあり、挿入物を取り囲
こむ壁３０４によって取り囲まれている。挿入物底壁３０３は、第１開口３１０とバルブ
収容開口３０２を画定する。挿入物底壁３０３は、さらに、バルブ収容開口３０２を画定
する第１プラトー３１２を画定する。０リングシール部材８０を保持する溝５１ｂが第１
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プラトー３１２を取り囲こむ。０リングシール部材８０は、基部ハウジング３０とともに
シール３１４（図１４）を形成する。
【００４１】
　管３１６が第１プラトー３１２から延びている。管３１６は、第１開口３１０を画定す
る。管３１６は、別の０リングシール部材８１を保持するための溝５１ｃを画定する。溝
５１ｃによって保持される０リングシール部材８１は、基部ハウジング３０とともにシー
ル３１８（図１４）を形成する。
【００４２】
　図１４で理解できるように、フィルタのハウジング挿入物５１は内壁３２０を含む。内
壁３２０は、第２端部キャップ１７によって保持されている０リングシール部材１８'と
係合するための表面を備える。また、図１４で、第２端部キャップ１７が内壁３２０の端
部ポイントとどのように軸方向で係合するかを理解することができる。内壁３２０は、底
壁３００から延びていて、周囲壁３０４によって取り囲まれている。また、内壁３２０は
、壁部材１０４を取り囲んでおり、以下でさらに説明される。内壁３２０は、周囲壁３０
４を取り囲む挿入物から半径方向に間隔をあけて配置され、また、壁部材１０４から半径
方向に間隔をあけて配置されている。壁部材１０４は、さらに、内壁３２０より長く、壁
部材１０４、内壁３２０の端部は、軸方向に間隔をあけて配置されている。
【００４３】
　また、ファスナ１０８もまた、図１２に示される。ファスナ１０８は、基部アセンブリ
２にハウジング挿入物５１を固定する。ファスナ１０８が図１４の基部アセンブリ２にハ
ウジング挿入物５１を固定するのを見ることができる。
【００４４】
　また図１３を参照すると、インナーライナアセンブリを３５で示す。インナーライナア
センブリ３５は、示された実施例では、インナーライナ６３、圧縮ばね６４、ロックバネ
６５、０リングシール部材６６、ポスト６７、ねじりばね６８、およびバスケット６９を
含む。この実施例では、ポスト６７の最底部分はプラグ１２０を画定する。０リングシー
ル部材６６は、プラグ１２０上に配置され、内腔１２１（図２４）内でシールを形成する
ために使用される。プラグ１２０と内腔１２１は、排液バルブ３３６を形成する。
【００４５】
　インナーライナアセンブリ３５の特徴は、フィルタロックアウト機構８４の一部として
利用することができ、フィルタカートリッジアセンブリ５が操作可能に取り付けられない
場合に、基部ハウジング３０とカバー２１とが確実に連結できないようにする。フィルタ
ロックアウト機構８４の１つの例は、２００７年８月１５日に出願され、２００８年１１
月６日に公開され、共に譲渡され、共に係属中である特許出願国際特許出願公開第２００
８/１３４４９４号に詳細に記載されており、その開示は引用により本明細書に合体する
。
【００４６】
　図１４に、フィルタアセンブリ１の断面図を示す。インナーライナアセンブリ３５が第
１の開いた内部空間２５０と第２の開いた内部空間２５４内に操作可能に取り付けられて
いることを理解できる。
【００４７】
　この実施例では、バスケット６９は、ポスト６７にスナップで取り付けられており、バ
スケット６９は、上側のねじりばね６８の偏りによって固定される位置に配置される。特
に、ねじりばね６８は、ウェブ３２２（図１３）と、脚３２４（図１３）とポスト６７中
の脚を収容する開口１１２（図１３）との間の係合により押し込みに対する抵抗力との間
で作動作動される回転力によって、ねじりばね６８がバスケット６９を固定される位置に
偏らせるように配置されている。ロックアウト機構８４がロックされた位置（図２４）に
あるとき、バスケット６９はロックされた位置中に配置され、各脚３２４は、インナーラ
イナ６３内のガイドレール１１８（図２４）の係合端部１１６（図２４）と係合する自由
端部を持つ。この位置で、基部ハウジング３０中に取り付けられたフィルタカートリッジ
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アセンブリ５が無ければ、チップ３２６（図１３）はカバー２１の部分と係合して、バス
ケット６９とポスト６７とは軸方向下向きに移動できないので、カバー２１のねじ山２７
８（図１１）が基部ハウジング３０のねじ山と係合することができない。
【００４８】
　フィルタカートリッジアセンブリ５が基部ハウジング３０に適切に配置された場合には
、フィルタロックアウト機構８４はロックを開く。この実施例では、ロックを開くのは、
第１端部キャップ１３上の主要タブ１６をバスケット６９と接触させることによって起こ
る。フィルタカートリッジアセンブリ５が、軸方向下向きに動くと、主要タブ１６は、バ
スケット６９に係合し、バスケット６９をロックされた位置からねじりばね６８に対して
ロックを開く位置まで回転させる。バスケット６９が回転すると、脚３２４もまた回転し
、インナーライナ６３中のガイドレール１１８（図２４）の端部１１６（図２４）との係
合から離れる方向に移動する。脚３２４がガイドレール１１８を完全に通り越すとき、軸
方向下向きのカートリッジアセンブリ５の追加の動きが、また、バスケット６９とポスト
６７を圧縮ばね６４の反対方向に移動させる。圧縮ばね６４は、ポスト６７から半径方向
に延びているフィン１２２を押すことによって、バスケット６９とポスト６７を延びた位
置（図２４）に偏らせる。フィルタカートリッジアセンブリ５が、ポスト６７をロックか
ら開き、そのロックされた位置からロックを開く位置までバスケット６９を動かすことが
できるのに十分に下向きに移動すると基部ハウジング３０上のねじ山と係合することがで
き、カバー２１を安全に取り付けることができるだろう。
【００４９】
　この実施例では、インナーライナ６３は、液体の流れが可能となる多孔部１０１と、無
孔部１０２とを含んでいる。無孔部１０２は、図１３で示されるように、多孔部１０１の
すぐ下に配置されている。無孔部１０２の内壁は、インナーライナー６３が壁部材１０４
と連結するようにねじ山１０３が形成されている。壁部材１０４は、図示された実施例で
は、ハウジング挿入物５１内に内壁がある。壁部材１０４の一部は、図１２の斜視図で見
ることができる。壁部材１０４は、取囲壁３０４によって取り囲まれ、取囲壁３０４から
半径方向に間隔をあけて配置されており、底壁３０３（図１３）から突き出ている。壁部
材１０４は、ポスト６７を収容するために中空の管状壁である。また、ポスト６７と壁部
材１０４の内面の間の領域は、液体が第１媒体パック６によってろ過された後で、ろ過さ
れた液体の流れを可能にする。壁部材１０４の内側空間は、第１開口３１０（図１３）を
画定する管３１６に通じる。前に説明したように、シール部材８１は、基部ハウジング３
０とシール３１８（図１４）を形成するために、管３１６中の溝５１ｃに保持されている
。シール３１８は、第１媒体パック６によってろ過された流体であって、流路９を通って
方向変換されずに、むしろ、壁部材１０４の内側とポスト６７の外側との間にある空間１
０６（図１８）中を流れるろ過された液体がろ過された液体ポート３００を通ってフィル
タアセンブリ１を出るときに、潤滑油溜めチャンバ９１に入らないように分離する。
【００５０】
　図１６は、本明細書の例ではオイルなどの潤滑油である液体の流路を示す。また、図１
６は冷却液の流路も示す。オイルの流路は、参照番号３３０で示される。オイルは、オイ
ルポンプ２８８からポート３３２に入って第１潤滑油チャンバ２８７中を流れる。オイル
は、そこからポート２９０に入って第２潤滑油チャンバ２８９中を流れる。チェックバル
ブアセンブリ３４は、これらの２つのチャンバの間でオイルを制御するのを補助する。オ
イルは、そこから油冷却器３１に入って流れる。オイルは、油冷却器３１から、冷却され
た潤滑油入口チャンバ２９４を流れる。オイルは、そこから基部ハウジング３０に入って
、フィルタカートリッジアセンブリ５中を流れる。
【００５１】
　図１６は、また、参照番号３３４で示される冷却液の流路を示す。冷却液は、冷却液入
口管３２でポートアセンブリに入り、冷却液チャンバ２９８中を流れる。冷却液は、そこ
から油冷却器３１に入る。油冷却器３１から冷却液は、第２冷却液チャンバ２９９に入る
。冷却液は、そこからポートアセンブリ２８４を通って冷却液排出管３２’まで運ばれる
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。
【００５２】
　エンジンが作動する間、液体流れは反排液バルブ３４を開き、液体が第１潤滑油チャン
バ２８７に入って流れることを可能にする。エンジンが停止すると、反排液バルブ３４は
閉じるので、液体が基部ハウジング３０から排液されポンプ２８８（図２）まで戻るのを
防ぐ。
【００５３】
　次に、図１８に注目する。図１８は、フィルタアセンブリ１を通る液体（オイルなど）
の流れを示す。例示では、液体はオイルである。オイルの流路は、矢印３３０で示される
。汚れた油は、基部ハウジング３０の内径と挿入物５１の外径とによって形成される環８
６を通って流れる。オイルは、上流側１２６で第１媒体パック６に入り、媒体パック６（
オイルから微粒子と他の残骸物を除去する）を通過して下流側部１２７から出て、第１の
開いている内部空間２５０に入って流れる。オイルは、そこから空間１０６内のポスト６
７の軸方向に沿って流れ、ポスト６７の端部で下側の排液バルブ３３６の周りを下側方向
にインナーライナ６３を通って流れ、次に、出口ポート３００を通って外に出てエンジン
部品２１４まで運ばれる。
【００５４】
　矢印３４０で示されるオイルの一部は、第１媒体パック６を通過後、第１媒体パック６
と第２媒体パック７との間で軸方向の通路を通る方向に導かれる。図示された実施例では
、オイルの一部は、中央端部キャップ８の流路９（図７）を通って流れる。流路９を通っ
たオイルは、挿入物５１の内径と第２媒体パック７の外径との間の環８８を通って流れる
。次に、オイルは、媒体パック７の上流側１２８から媒体パック７（微粒子と他の残骸物
を除去する）を通って媒体パック７の下流側１２９から出て、ハウジング挿入物５１の底
部でチャンバ７０中に入る。チャンバ７０は、挿入物５１の内壁３２０中にある。
【００５５】
　中央端部キャップ８のリップシール１２'は、第１媒体パック６の汚れた側部（上流側
部１２６）のオイルが第２媒体パック７の汚れた側部（上流側部１２８）中に入るのを防
ぐ。シール部材１８'は、第２媒体パック７の汚れた側部１２８のオイルが第２媒体パッ
ク７をバイパスしないようにする。
【００５６】
　図２０は、第２媒体パック７を通って流れるオイルの更なる流れを示す。この流れは、
矢印３４０で示される。オイルは、チャンバ７０から流れ出て、組合わせバルブ５１ａを
横切ってチャンバ７１に入り、続いて、潤滑油溜めチャンバ２９１に入り、次に、エンジ
ン油ため２１６までオイルを導くポート２９２を通る。この動作の間、組み合わせバルブ
５１ａは、第２媒体パック７を通る十分な流れを制限するオリフィスとして作用し、オイ
ルなどの液体の大部分が第１媒体パック６を通り、ろ過された液体ポート３００に入り適
切な潤滑を提供するエンジン部品２１４まで流れるのを確実にする。多くの実施例では、
液体の少なくとも８０％は、第１媒体パック６を通って流れるが、液体の２０％以下は、
第２媒体パック７を通って流れるだろう。好適な実施例では、液体の約９０％以上は、第
１媒体パック６を通って流れるが、液体の１０％以下は、第２媒体パック７を通って流れ
るだろう。
【００５７】
　エンジンがシャットダウンすると、組合わせバルブ５１ａが閉じ、ハウジング挿入物５
１の内側のオイルが排液して油ため２１６（図２）に戻らないようにする。フィルタカー
トリッジアセンブリ５が基部ハウジング３０中に操作可能に設置されると、上記の動作が
起こる。フィルタカートリッジアセンブリ５を除去すると、組合わせバルブ５１ａが開い
て、ハウジング挿入物５１中のオイルが油ため２１６に戻って排液できるようにする。
【００５８】
　ここで、図２２に注目する。図２２では、排液バルブ３６を断面図で見れる。エンジン
が作動中は、排液バルブ３６は閉じたままである。排液バルブ３６は、カバー２１を除去
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すると作動する。図１２は排液バルブ３６の分解斜視図である。図１２と図２２を比較す
ることによって、排液バルブ３６が、プラグ９２およびバネ３７と細長いバルブ部材９０
とを含むことが理解できる。バルブ部材９０は、カバー２１のリム９６と係合する端面９
４を画定する。カバー２１のリム９６は、端面９４を押し、バネ３７に対してバルブ部材
９０を通る力を供給する。プラグ９２は係合中に押し込まれ、排液ホール９８内で適合す
る。プラグ９２のシール部材は、排液ホール９８の壁とプラグ９２との間でシールを供給
する。カバー２１が基部ハウジング３０のねじ山をゆめると、カバー２１のリム９６とバ
ルブ部材９０との間の力が解放される。バネ３７がカバー２１の方向にバルブ部材９０を
押すと、カバー２１は、排液ホール９８とのシール係合からプラグ９２を取り外す。フィ
ルタカートリッジアセンブリ５の整備点検の間、カバーアセンブリ２０が基部ハウジング
３０のねじ山を緩めると、排液バルブ３６が開く。排液バルブ３６が開くと、第１媒体パ
ック６の汚い側部側のオイルは、チャンバ７１中に流れることができる。チャンバ７１は
、潤滑油溜めチャンバ２９１と油ため２１６に導くポート２９２と流れ連絡する。
【００５９】
　図２４は、流体（例えば、液体油）が、整備点検の間、第１媒体パック６の清浄側部（
下流側部）から排液されることを示す。この図では、フィルタカートリッジアセンブリ５
は、基部ハウジング３０から完全に除去されている。実際には、フィルタカートリッジア
センブリ５は、ポスト６７の下側端部でバルブ３３６を開く位置まで動かすことによって
作動させるために、ポスト６７の中央ラインに沿って軸方向上向きに短い距離だけ動かす
だけでよい。カートリッジ５をハウジング３０から取り外すと、バルブ３３６は、内腔１
２１から離れる方向にシール部材６６を保持しているプラグ１２０を動かすことによって
開かれる。この実施例では、バネ６４がポスト６７のフィン１２２を押し、フィン１２２
がポスト６７とプラグ１２０を内腔１２１を含むハウジング３０に対して軸方向上向きに
動かすので、プラグ１２０は内腔１２１中のシール係合から動かされる。シール部材６６
が内腔１２１とシール係合しなくなると、ろ過された液体は、空間１０６を通って潤滑油
溜めチャンバ２９１に排液される。
【００６０】
　ここで、図１４に注目する。フィルタカートリッジアセンブリの下部に様々なシールが
示される。シール３２０は、第１媒体パック６と第２媒体パック７の両方によってろ過さ
れたろ過された液体が組合わせバルブ５１ａを通る前に、液体を潤滑油溜めチャンバ２９
１から分離し、液体は潤滑油溜めチャンバ２９１に戻って排液する。シール３１４は、潤
滑油溜めチャンバ２９１からハウジング３０に入ったばかりの汚れてろ過されていない流
体がメインフィルタの第１媒体パック６を通り抜ける前に流体を分離する。シール３１８
は、第１媒体パック６でろ過された流体を分離する。ろ過された流体は、アセンブリ１を
出るとき、空間１０６を通って流れて潤滑油溜めチャンバ２９１に入る。シール６６は、
空間１０６から潤滑油溜めチャンバ２９１までシステムを出ていくろ過された流体を分離
する。
【００６１】
　図２６～２８では、バイパスバルブ２８０を詳細な説明のために拡大して示す。また、
上記説明されたロックアウト機構８４もまた、より詳細に示す。第１媒体パック６を横切
る圧力低下がバイパスバルブ２８０の亀裂圧力を超える場合には、バルブポペット２４が
開き、第１媒体パック６の清浄側部に対応する第１の開いている媒体パック２５０中へ液
体が流れられるようにする。
【００６２】
　また、フィルタロックアウト機構８４をさらに詳細に理解することができる。カバー/
カートリッジアセンブリ３を基部ハウジング３０中に取り付けると、第１端部キャップ１
３上の主要タブ１６は、バスケット６９の一部と係合し、バスケット６９の脚３２４（図
１３）を回転し、バスケット６９とポスト６７は、圧縮ばね６４（図１３）の反対方向の
軸方向下向きに動くことができる。この動作により、カバー２１のねじ山２７８が、基部
ハウジング３０のねじ山と係合することができる。フィルタカートリッジアセンブリ５を
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設置せずカバー４を取り付けた場合、バスケット６９とポスト６７は、軸方向下向きに移
動しないので、カバー４のねじ山２７８は、基部ハウジング３０のねじ山と係合しない。
【００６３】
　図３０は、フィルタアセンブリ４０１の第２実施例である。フィルタアセンブリ１とフ
ィルタアセンブリ４０１の違いは、アセンブリ４０１のインナーライナアセンブリ４３５
（図２９）と、アセンブリ１のインナーライナアセンブリ３５だけである。フィルタアセ
ンブリ４０１の特徴は、インナーライナアセンブリ４３５を除いてフィルタアセンブリ１
と同じであるので、共通の参照番号を使用する。アセンブリ４０１の特徴の記載は、上記
の説明を引用して本明細書の第２実施例に組み込まれる。
【００６４】
　インナーライナアセンブリ４３５は、フィルタロックアウト４８４を形成する。フィル
タロックアウト４８４は、２００７年８月１５日に出願され、２００８年１１月６日に公
開され、共に譲渡されて同時係属中である国際特許出願第２００８/１３４４９４号に説
明されており、その開示全体は、引用により本明細書に合体される。図２９に、脚４２４
を持つバスケット４６９を示す。脚４２４は、ポスト４６７によって画定される開口４１
２内に収容される。ポスト４６７の端部は、シール部材４６６と共にプラグ４７０を形成
する。プラグ４７０は、上記説明されたように、排液バルブ３３６を形成する。バネ４６
４は、ポスト４６７から半径方向に突き出ているフィン４７２と、ポスト４６７から半径
方向に突き出ている突起物４７４との間で保持されている。バネ４６８はバスケット４６
９を回転可能に片寄らせて、バスケット４６９をインナーライナ４６３内のガイドレール
４８２の係合端部４８０と係合しているそれぞれの脚４２４を持つロックされた位置に配
置する。ロックアウト機構４８４がロックされた位置にあるとき、バスケット４６９はロ
ックされた位置中に配置され、基部ハウジング３０にフィルタカートリッジアセンブリ５
が取り付けられていない場合に、バスケット４６９の頂部は、カバー２１の一部と係合し
、バスケット４６９とポスト４６７は、軸方向下向きに移動できないため、カバー２１の
ねじ山２７８は基部ハウジング３０のねじ山と係合しない。
【００６５】
　フィルタカートリッジアセンブリ５が基部ハウジング３０中に適切に配置されると、第
１端部キャップ１３の一部がバスケット４６９と接触する。フィルタカートリッジアセン
ブリ５が軸方向下向きに動くと、バスケット４６９は、ねじりばね４６８に対してロック
された位置からロックされていない位置まで回転する。バスケット４６９が回転すると、
脚４２４もまた回転し、インナーライナ４６３中のガイドレール４８２の端部４８０との
係合から離れる方向に移動する。脚４２４がガイドレール４８２を完全に乗り越えると、
カートリッジアセンブリ５の軸方向下向きへの追加の移動により、バスケット４６９とポ
スト４６７は、圧縮ばね４６４と反対方向に移動する。圧縮ばね４６４は、伸びた位置で
バスケット４６９とポスト４６７を片寄らせる。フィルタカートリッジアセンブリ５が、
ポスト４６７のロックを外すのに十分下向きに移動し、バスケット４６９がロックされた
位置からロックされていない位置まで移動すると、カバー２１は、基部ハウジング３０の
ねじ山に適切に係合することができ、安全な取付ができる。
【００６６】
　一般原理と例
　一般に、第１端部と第２端部を持ち、第１の開いている内部空間を画定する管状形状を
持つ第１媒体パックと、第１端部と第２端部とを持ち、第２の開いている内部空間を画定
する管状形状を持つ第２媒体パックと、第１媒体パックおよび第２媒体パックとの間にあ
る端部キャップであって、第１側部と対抗する第２側部と、第１側部および第２側部の間
に伸びている内腔を画定する管状壁とを有する端部キャップと、を持つフィルタカートリ
ッジが提供される。第１媒体パックの第２の端部は、端部キャップの第１側部に固定され
、第２媒体パックの第１端部は、端部キャップの第２側部に固定され、管状壁は、内腔と
端部キャップの外側の領域との間の連絡を提供するスロット構成物を画定する。
【００６７】
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　フィルタカートリッジは、第１媒体パックの第１端部に固定され、第１の開いている内
部空間と連絡する開口を画定する第１端部キャップと、第２媒体パックの第２端部に固定
され、第２の開いている内部空間と連絡する開口を画定する第２端部キャップと、を含ん
でもよい。
【００６８】
　第１端部キャップは、第１端部キャップの開口を取り囲み軸方向に延びている壁を含み
、壁は、Ｏリングシール部材を保持し、第２端部キャップは、第２端部キャップの開口部
を取り囲み軸方向に延びている壁を含み、壁は、Ｏリングシール部材を保持するむかもし
れない。
【００６９】
　第１端部キャップは、さらに、半径方向の内側に向かって第１端部キャップの開口中に
突き出ている少なくとも１つの主要タブを含むことができる。
【００７０】
　少なくとも１つの主要タブは、少なくとも４つの主要タブを含むかもしれない。
【００７１】
　中央端部キャップは、中央端部キャップの第１側部を取り囲む壁から半径方向に突き出
ているリップシール部材を含むかもしれない。
【００７２】
　中央端部キャップは、管状壁によって保持されかつ前記スロット構成物と前記中央端部
キャップの第２側部との間で軸方向に前記内腔を覆うＯ－リングシール部材を含むかもし
れない。
【００７３】
　スロット構成物は、少なくとも１つの細長く伸びているスロットを含むことができる。
【００７４】
　第１の媒体パックと第２の媒体パックは、筒状形状であり、第１媒体パックが第２媒体
パックより大きい直径を持つことができる。
【００７５】
　第１媒体パックは、第２媒体パックの軸方向の長さより大きい軸方向の長さであるかも
しれない。
【００７６】
　第１媒体パックは、ひだ付き媒体であり、第２媒体パックは、ひだ付き媒体であり、第
１媒体パックと第２媒体パックは、同軸方向に整列させることができる。
【００７７】
　フィルタアセンブリは、内部を画定する基部ハウジングを含む基部アセンブリであって
、前記フィルタカートリッジが前記基部ハウジングの内部に操作可能でかつ取り外し可能
に取り付けられている前記基部アセンブリと、前記基部ハウジング上に取り外し可能に配
置されるカバーであって、前記基部ハウジングの内部へのアクセスと前記取り外し可能な
フィルタカートリッジへのアクセスとを可能とするために選択的に取り外し可能である、
前記カバーとを含むかもしれない。
【００７８】
　ハウジング挿入物は、基部ハウジング内部に操作可能に配置されることができる。ハウ
ジング挿入物は、挿入物内部を画定する挿入物を取り囲む壁と、挿入物内部へのアクセス
を提供する開いている口部と、第１開口部とバルブ収容開口とを画定する挿入物底部とを
含むことができる。フィルタカートリッジは、前記第２媒体パックと前記中央端部キャッ
プとが前記挿入部内部の内側に配置されており、かつ前記第１媒体パックが前記挿入部内
部の外側に配置されるように、前記ハウジング挿入部中に操作可能に取り付けられている
かもしれない。
【００７９】
　中央端部キャップは、中央端部キャップの第１側部を取り囲こんでいる壁から半径方向
に突き出ているリップシール部材を含むかもしれない。リップシール部材は、挿入物を取
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り囲む壁とともにシールを形成することができる。
【００８０】
　組合わせバルブは、挿入物のバルブ収容開口内にオプションに配置してもよい。組合わ
せバルブは、フィルタアセンブリを通過する流体の流れが無い場合に、流体が前記第２媒
体パックを通って流れることができかつ流体が前記基部ハウジングから排液され無いよう
にすることで、流体の量を制御する。
【００８１】
　基部アセンブリは、基部ハウジングと連絡するポートアセンブリをさらに含むかもしれ
ない。
【００８２】
　基部アセンブリは、ポートアセンブリと操作可能に接続された潤滑油冷却アセンブリを
さらに、含むかもしれない。
【００８３】
　ポートアセンブリは、潤滑油ポンプの下流にある第１潤滑油チャンバと、前記第１潤滑
油ポンプの下流にありかつ前記潤滑油冷却アセンブリの上流にあり、前記潤滑油冷却アセ
ンブリと連絡する第２潤滑油チャンバと、前記潤滑油冷却アセンブリの下流にありかつ前
記潤滑油冷却アセンブリと連絡する、冷却された潤滑油入口チャンバと、前記冷却された
潤滑油入口チャンバは、前記フィルタカートリッジアセンブリのすぐ上流にあり、前記フ
ィルタカートリッジアセンブリの下流にあり潤滑油溜めの上流に配置された潤滑油溜めチ
ャンバと、前記潤滑油冷却アセンブリの上流にあり、前記潤滑油冷却アセンブリと連絡す
る第１冷却液チャンバーと、前記潤滑油冷却アセンブリの下流にあり、前記潤滑油冷却ア
センブリと連絡する第２冷却液チャンバーとを含む。
【００８４】
　反排液バルブアセンブリは、ポートアセンブリ内に操作可能に配置され、前記第１潤滑
油チャンバと前記第２潤滑油チャンバとの間にある潤滑油の流量を制御するかもしれない
。そして、潤滑油冷却液バイパスバルブアセンブリは、前記第１潤滑油チャンバと前記冷
却された潤滑油入口チャンバとの間にある潤滑油の流量を制御するために配置されている
かもしれない。
【００８５】
　フィルタロックアウト機構は、フィルタカートリッジアセンブリが操作可能に取り付け
られなければ、基部ハウジングとカバーが接続可能とならないことを確実にするためにオ
プションに提供されるかもしれない。
【００８６】
　排液機構は、フィルタカートリッジアセンブリが基部ハウジングから取り外される前に
、基部ハウジングから液体を排液するために提供されるかもしれない。
【００８７】
　ろ過方法が提供される。ろ過方法は、液体の第１の流れから微粒子を取り外すために前
記第１の流れを第１フィルタ媒体パックを通るように導く工程と、第１フィルタ媒体パッ
クによって前記液体の第１流れから微粒子を除去した後で、前記第１の流れの体積のうち
の少なくとも８０％をろ過された液体ポートを通って下流のコンポーネントまで導き、か
つ前記体積のうちの残りの２０％未満から微粒子を除去するために第２媒体パックを通る
ように導くとともに第２の流れを供給する工程と、前記第２媒体パックは、前記第１媒体
パックと同じカートリッジの一部であり、前記体積のうちの残りの２０％未満を前記第２
のフィルタ媒体パックに通して微粒子を除去した後で、前記第２の流れを液体溜めに導く
工程と、を含んでも良い。
【００８８】
　本方法は、前記第１流れの体積のうちの少なくとも９０％をろ過された液体ポートを通
して下流のコンポーネントまで導き、かつ、前記体積のうちの残りの１０％未満の体積を
第２フィルタ媒体パックを通して微粒子を除去するように導くとともに第２の流れを提供
する工程を含むかもしれない。
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　本方法は、前記体積のうちの２０％未満を前記第１フィルタ媒体パックと前記第２フィ
ルタ媒体パックとを結合する端部キャップ中の流路を通すように導く工程を含むかもしれ
ない。
【００９０】
　本方法は、第２のフィルタ媒体パックの清浄側部空間と油溜めチャンバとの間にある組
合わせバルブを用いて前記第２の流れの流量を制御する工程を含むかもしれない。
【００９１】
　本方法は、前記第１流れを第１のひだ付き媒体パックの外側から前記第１のひだ付き媒
体パックの内側まで第１の管状ひだ付き媒体パックを通って半径方向に導く工程と、前記
体積のうちの残りの２０％未満を、前記第１のひだ付き媒体パックの内側から、前記第１
フィルタ媒体パックと前記第２フィルタ媒体パックとの間にある流れ通路を軸方向に通っ
て前記第２フィルタ媒体パックの外側の空間まで導き、次に、前記第２フィルタ媒体パッ
クの外側の空間から前記第２フィルタ媒体パックの内側の空間まで第２の管状のひだ付き
媒体を通って前記体積のうちの残りの２０％未満を導く工程と、を含むかもしれない。
【００９２】
　本方法は、前記体積のうちの残りの２０％未満を、フィルタ挿入物壁の内側と前記第２
のフィルタ媒体パックの外側との間にある空間まで導く工程を含むかもしれない。
【００９３】
　フィルタアセンブリを点検整備する方法は、フィルタアセンブリを提供する工程と、基
部ハウジングからカバーを取り外す工程と、基部ハウジングからフィルタカートリッジを
取り外す工程と、基部ハウジング中に請求項１～１１のうちのいずれか１項に記載の新し
いフィルタカートリッジを操作可能に取り付ける工程と、基部ハウジングにカバーを配置
する工程と、を含むことができる。
【００９４】
　カバーを取り外す工程は、前記第１媒体パックの上流側部の液体を溜めチャンバまで排
液するために、排液バルブを開ける工程を含むかもしれない。
【００９５】
　フィルタカートリッジを取り外す工程は、前記第１媒体パックの上流側部の液体を溜め
チャンバまで排液するために、排液バルブを開ける工程を含むかもしれない。
【００９６】
　新しいフィルタカートリッジを操作可能に取り付ける工程は、フィルタロックアウト機
構をロックから外す工程を含むかもしれない。
【００９７】
　上記に、実施例と原理を示した。本原理に一致する多くの実施例を実施することができ
、いくつかの実施例を示した。本発明によるいくつかの選択された利点を持つ構成物では
、本明細書に記載されたすべての特徴が構成物に組み込まれている必要はない。
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【手続補正書】
【提出日】平成21年11月23日(2009.11.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジング挿入物をその中に持つ基部アセンブリの中に設置するためのフィルタカート
リッジであって、前記フィルタカートリッジは、液体の流れをろ過するものであり、
　（ａ）前記フィルタカートリッジは、管状形状を有し、第１の開いている内部空間を画
定する第１媒体パックを備え、
　　（i）前記第１媒体パックは、第１端部と第２端部とを持ち、
　　（ii）前記第１媒体パックは、前記フィルタカートリッジが前記基部アセンブリ中に
操作可能に設置された場合に、液体の第１の流れが前記第１媒体パックを通って前記第１
の開いている内部空間の中に入って流れるように、前記液体の第１の流れをろ過するため
に配置されており、
　（ｂ）前記フィルタカートリッジは、管状形状を有し、第２の開いている内部空間を画
定する第２媒体パックを備え、前記第２媒体パックは、前記第１媒体パックより高効率で
あり、
　　（i）前記第２媒体パックは、第１端部と第２端部とを持ち、
　（ｃ）前記フィルタカートリッジは、前記第１媒体パックと前記第２媒体パックとの間
にある中央端部キャップを備え、前記中央端部キャップは、第１側部と、対向する第２側
部と、前記第１側部および前記第２側部の間に延びている内腔を画定する管状壁とを有し
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、
　　（i）前記第１媒体パックの第２端部は、前記中央端部キャップの第１側部に固定さ
れ、
　　（ii）前記第２媒体パックの第１端部は、前記中央端部キャップの第２側部に固定さ
れ、
　　（iii）前記管状壁は、前記内腔と前記中央端部キャップの外側領域との間にある流
路であるスロット構成物を画定し、
　　（iｖ）前記スロット構成物は、前記第１の流れが前記第１の開いている内部空間か
ら前記中央端部キャップの内腔中に入って流れるとき、前記第１流れの一部のみが前記ス
ロット構成物を通って前記中央端部キャップの前記外側領域に流れ、そして前記第２媒体
パックを通って流れるように、前記第１の媒体パックからの前記液体の第１流れを分割し
、
　（ｄ）前記フィルタカートリッジは、前記フィルタカートリッジが基部アセンブリ中に
操作可能に設置された場合に、前記基部アセンブリ中のハウジング挿入物とシールを形成
するように配置された前記中央端部キャップを取り囲むシール部材を備え、前記シールは
、前記液体の第１の流れが前記第１媒体パックを通って流れるまで、前記液体の第１流れ
が前記第２媒体パックを通って流れないように防いでいる、
ことを特徴とするフィルタカートリッジ。
【請求項２】
　（ａ）前記第１媒体パックの第１端部に固定され、前記第１の開いている内部空間と連
絡している開口部を画定する第１端部キャップと、
　（ｂ）前記第２媒体パックの第２端部に固定され、前記第２の開いている内部空間と連
絡している開口部を画定する第２端部キャップと、
をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載のフィルタカートリッジ。
【請求項３】
　（ａ）前記第１端部キャップは、前記第１端部キャップの開口部を取り囲こみ軸方向に
延びている壁を含み、前記壁は、Ｏ－リングシール部材を保持し、
　（ｂ）前記第２端部キャップは、前記第２端部キャップの開口部を取り囲み軸方向に延
びている壁を含み、前記壁は、Ｏ－リングシール部材を保持することを特徴とする請求項
２に記載のフィルタカートリッジ。
【請求項４】
　（ａ）前記第１端部キャップは、半径方向の内側に向かって前記第１端部キャップの開
口中に突き出ている少なくとも１つの主要タブをさらに含むことを特徴とする請求項２ま
たは請求項３に記載のフィルタカートリッジ。
【請求項５】
　（ａ）前記少なくとも１つの主要タブは、少なくとも４つの主要タブを含むことを特徴
とする請求項４に記載のフィルタカートリッジ。
【請求項６】
　（ａ）前記中央端部キャップを取り囲むシール部材は、前記中央端部キャップの第１側
部を取り囲こむ壁から半径方向に突き出ているリップシール部材を含んでいることを特徴
とする請求項１乃至請求項５のうちのいずれか１項に記載のフィルタカートリッジ。
【請求項７】
　（ａ）前記中央端部キャップは、前記管状壁によって保持されかつ前記スロット構成物
と前記中央端部キャップの第２側部との間で軸方向に前記内腔の内側を覆うＯ－リングシ
ール部材を含むことを特徴とする請求項１乃至請求項６のうちのいずれか１項に記載のフ
ィルタカートリッジ。
【請求項８】
　（ａ）前記スロット構成物は、少なくとも１つの細長く延びているスロットを含むこと
を特徴とする請求項１乃至請求項７のうちのいずれか１項に記載のフィルタカートリッジ
。
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【請求項９】
　（ａ）前記第１媒体パックと前記第２媒体パックとは、筒状形状であり、
　（ｂ）前記第１媒体パックは、前記第２媒体パックより大きい直径を持つことを特徴と
する請求項１乃至請求項８のうちのいずれか１項に記載のフィルタカートリッジ。
【請求項１０】
　（ａ）前記第１媒体パックは、前記第２媒体パックの軸方向の長さより大きな軸方向の
長さを有することを特徴とする請求項１乃至請求項９のうちのいずれか１項に記載のフィ
ルタカートリッジ。
【請求項１１】
　（ａ）前記第１媒体パックは、ひだ付き媒体を含み、
　（ｂ）前記第２媒体パックは、ひだ付き媒体を含み、
　（ｃ）前記第１媒体パックと前記第２媒体パックとは、同軸方向に整列されていること
を特徴とする請求項１乃至請求項１０のうちのいずれか１項に記載のフィルタカートリッ
ジ。
【請求項１２】
　フィルタアセンブリであって、
　請求項１のフィルタカートリッジと、
　（ａ）内部を画定する基部ハウジングを含む基部アセンブリであって、前記フィルタカ
ートリッジが前記基部ハウジングの内部に操作可能でかつ取り外し可能に取り付けられて
いる前記基部アセンブリと、
　（ｂ）前記基部ハウジング上に取り外し可能に配置されるカバーであって、前記基部ハ
ウジングの内部へのアクセスと前記取り外し可能なフィルタカートリッジへのアクセスと
を可能とするために選択的に取り外し可能である、前記カバーと、
を含むことを特徴とするフィルタアセンブリ。
【請求項１３】
　（ａ）前記基部ハウジングの内部に操作可能に配置されたハウジング挿入物をさらに含
み、前記ハウジング挿入物は、挿入物内部を画定する挿入物を取囲む壁と、前記挿入物内
部へのアクセスを提供する開いている口部と、第１開口部とバルブ収容開口部とを画定す
る挿入物底部とを含み、
　　（i）前記フィルタカートリッジは、前記第２媒体パックと前記中央端部キャップと
が前記挿入物内部の内側に配置されるが、前記第１媒体パックが前記挿入物内部の外側に
配置されるように、前記ハウジング挿入物中に操作可能に取り付けられていることを特徴
とする請求項１２に記載のフィルタアセンブリ。
【請求項１４】
　（ａ）前記中央端部キャップを取り囲むシール部材は、前記中央端部キャップの第１側
部を取り囲こむ壁から半径方向に突き出ているリップシール部材を含み、
　　（i）前記リップシール部材は、前記挿入物を取囲む壁でシールを形成することを特
徴とする請求項１３に記載のフィルタアセンブリ。
【請求項１５】
　（ａ）前記挿入物の前記バルブ収容開口部内に組合わせバルブをさらに含み、
　　（i）前記組合わせバルブは、前記フィルタアセンブリを通過する流体の流れが無い
場合に、流体が前記第２媒体パックを通って流れることができかつ流体が前記基部ハウジ
ングから排液されないようにすることで流体の量を制御することを特徴とする請求項１３
または請求項１４に記載のフィルタアセンブリ。
【請求項１６】
　（ａ）前記基部アセンブリは、前記基部ハウジングと連絡するポートアセンブリをさら
に含むことを特徴とする請求項１２乃至請求項１５のうちのいずれか１項に記載のフィル
タアセンブリ。
【請求項１７】
　（ａ）前記基部アセンブリは、前記ポートアセンブリに操作可能に接続された潤滑油冷
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却アセンブリをさらに含むことを特徴とする請求項１６に記載のフィルタアセンブリ。
【請求項１８】
　（ａ）前記ポートアセンブリは、
　　（i）潤滑油ポンプの下流にある第１潤滑油チャンバと、
　　（ii）前記第１潤滑油ポンプの下流にありかつ前記潤滑油冷却アセンブリの上流にあ
り、前記潤滑油冷却アセンブリと連絡する第２潤滑油チャンバと、
　　（iii）前記潤滑油冷却アセンブリの下流にありかつ前記潤滑油冷却アセンブリと連
絡する、冷却された潤滑油入口チャンバであって、
　　　（Ａ）前記フィルタカートリッジアセンブリのすぐ上流にある、前記冷却された潤
滑油入口チャンバと、
　　（iv）前記フィルタカートリッジのアセンブリの下流にありかつ潤滑油溜めの上流に
配置された潤滑油溜めチャンバと、
　　（v）前記潤滑油冷却アセンブリの上流にあり、前記潤滑油冷却アセンブリと連絡す
る第１冷却液チャンバーと、
　　（vi）前記潤滑油冷却アセンブリの下流にあり、前記潤滑油冷却アセンブリと連絡す
る第２冷却液チャンバーと、
を含むことを特徴とする請求項１７に記載のフィルタアセンブリ。
【請求項１９】
　（ａ）前記ポートアセンブリ内に操作可能に配置され、前記第１潤滑油チャンバと前記
第２潤滑油チャンバとの間にある潤滑油の流量を制御する反排液バルブアセンブリと、
　（ｂ）前記第１潤滑油チャンバと前記冷却された潤滑油入口チャンバーとの間にある潤
滑油の流量を制御する潤滑油冷却バイパスバルブアセンブリと、
をさらに含むことを特徴とする請求項１８に記載のフィルタアセンブリ。
【請求項２０】
　（ａ）前記フィルタカートリッジのアセンブリが操作可能に設置されていない場合に、
前記基部ハウジングと前記カバーとが接続できないようにするフィルタロックアウト機構
をさらに含むことを特徴とする請求項１２乃至請求項１９のうちのいずれか１項に記載の
フィルタアセンブリ。
【請求項２１】
　（ａ）前記フィルタカートリッジのアセンブリが前記基部ハウジングから取り外される
前に、前記基部ハウジングの液体を排出する排液機構をさらに含むことを特徴とする請求
項１２乃至請求項２０のうちのいずれか１項に記載のフィルタアセンブリ。
【請求項２２】
　液体をろ過する方法であって、
　（ａ）前記方法は、液体の第１の流れから微粒子を除去するために第１のフィルタ媒体
パックの外側から前記第１のフィルタ媒体パックの内側まで前記液体の第１の流れを管状
の第１のフィルタ媒体パックの半径方向に通して導くことによって、前記液体の第１の流
れを前記第１のフィルタ媒体パックを通して導く工程を含み、
　（ｂ）前記方法は、前記第１のフィルタ媒体パックによって前記液体の第１の流れから
微粒子を除去した後で、前記第１の流れの体積のうちの少なくとも８０％を、ろ過された
液体ポートを通して下流のコンポーネントまで導き、かつ、前記体積のうちの残りの２０
％未満を、前記第１のフィルタ媒体パックの内側から前記第１のフィルタ媒体パックと管
状の第２のフィルタ媒体パックとの間にある流路を軸方向に通して前記管状の第２のフィ
ルタ媒体パックの外側の空間まで導き、次に、前記体積のうちの残りの２０％未満を、前
記管状の第２のフィルタ媒体パックの外側から前記管状の第２のフィルタ媒体パックの内
側まで微粒子を除去するために前記管状の第２のフィルタ媒体パックを通して導くととも
に第２の流れを提供する工程を含み、
　　（i）前記第２のフィルタ媒体パックは、前記第１のフィルタ媒体パックと同じカー
トリッジの一部であり、
　（ｃ）前記方法は、前記体積のうちの残りの２０％未満を前記管状の第２のフィルタ媒
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体パックに通して微粒子を除去した後で、前記第２の流れを液体溜めに導く工程を含むこ
とを特徴とする方法。
【請求項２３】
　前記第１の流れの体積のうちの少なくとも８０％をろ過された液体ポートを通して下流
のコンポーネントまで導き、かつ、前記体積のうちの残りの２０％未満を第２のフィルタ
媒体パックを通して微粒子を除去するために導くとともに第２の流れを提供する工程は、
　　（ａ）前記第１の流れの体積のうちの少なくとも９０％をろ過された液体ポートを通
して下流のコンポーネントまで導き、かつ、前記体積のうちの残りの１０％未満を管状の
第２のフィルタ媒体パックを通して微粒子を除去するために導くとともに第２の流れを提
供することを特徴とする請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記体積のうちの残りの２０％未満を管状の第２のフィルタ媒体パックを通して微粒子
を除去するように導くとともに第２の流れを提供する工程は、
　（ａ）前記体積のうちの残りの２０％未満を、前記第１のフィルタ媒体パックと前記管
状の第２のフィルタ媒体とを結合する端部キャップ中の流路を通すように導く工程を含む
ことを特徴とする請求項２２または請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記第２の流れを液体溜めに導く工程は、
　（ａ）前記第２のフィルタ媒体パックの清浄側部空間と溜めチャンバとの間にある組合
わせバルブを用いて前記第２の流れの流量を制御する工程を含むことを特徴とする請求項
２２乃至請求項２４のうちのいずれか１項に記載の方法。
【請求項２６】
　前記体積のうちの残りの２０％未満を、前記第１のフィルタ媒体パックの内側から、前
記第１のフィルタ媒体パックと前記第２のフィルタ媒体パックとの間にある流路を軸方向
に通って、前記第２のフィルタ媒体パックの外側の空間まで導く工程は、
　（ａ）前記体積のうちの残りの２０％未満を、フィルタ挿入物壁の内側と前記第２のフ
ィルタ媒体パックの外側との間にある体積まで導く工程を含むことを特徴とする請求項２
２乃至２５のうちのいずれか１項に記載の方法。
【請求項２７】
　フィルタアセンブリを点検整備する方法であって、
　（ａ）請求項１２のフィルタアセンブリを提供する工程と、
　（ｂ）前記基部ハウジングから前記カバーを取り外す工程と、
　（ｃ）前記基部ハウジングから前記フィルタカートリッジを取り外す工程と、
　（ｄ）前記基部ハウジング中に請求項１乃至請求項１１のうちのいずれか１項に記載の
新しいフィルタカートリッジを操作可能に取り付ける工程と、
　（ｅ）前記基部ハウジング上にカバーを配置する工程と、
を有することを特徴とする方法。
【請求項２８】
　（ａ）前記カバーを取り外す工程は、前記第１媒体パックの上流側部の液体を溜めチャ
ンバまで排液するために、排液バルブ（３６）を開ける工程を含むことを特徴とする請求
項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　（ａ）前記カバーを取り外す工程は、前記第１媒体パックの上流側部の液体を溜めチャ
ンバまで排液するために、排液バルブ（３３６）を開ける工程を含むことを特徴とする請
求項２７に記載の方法。
【請求項３０】
　（ａ）前記新しいフィルタカートリッジを操作可能に取り付ける工程は、フィルタロッ
クアウト機構を解除する工程を含むことを特徴とする請求項２７に記載の方法。
【手続補正書】
【提出日】平成22年9月7日(2010.9.7)
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジング挿入物をその中に持つ基部アセンブリの中に設置するためのフィルタカート
リッジであって、前記フィルタカートリッジは、液体の流れをろ過するものであり、
　（ａ）前記フィルタカートリッジは、管状形状を有し、第１の開いている内部空間を画
定する第１媒体パックを備え、
　　（i）前記第１媒体パックは、第１端部と第２端部とを持ち、
　　（ii）前記第１媒体パックは、前記フィルタカートリッジが前記基部アセンブリ中に
操作可能に設置された場合に、液体の第１の流れが前記第１媒体パックを通って前記第１
の開いている内部空間の中に入って流れるように、前記液体の第１の流れをろ過するため
に配置されており、
　（ｂ）前記フィルタカートリッジは、管状形状を有し、第２の開いている内部空間を画
定する第２媒体パックを備え、前記第２媒体パックは、前記第１媒体パックより高効率で
あり、
　　（i）前記第２媒体パックは、第１端部と第２端部とを持ち、
　（ｃ）前記フィルタカートリッジは、前記第１媒体パックと前記第２媒体パックとの間
にある中央端部キャップを備え、前記中央端部キャップは、第１側部と、対向する第２側
部と、前記第１側部および前記第２側部の間に延びている内腔を画定する管状壁とを有し
、
　　（i）前記第１媒体パックの第２端部は、前記中央端部キャップの第１側部に固定さ
れ、
　　（ii）前記第２媒体パックの第１端部は、前記中央端部キャップの第２側部に固定さ
れ、
　　（iii）前記管状壁は、前記内腔と前記中央端部キャップの外側領域との間にある流
路であるスロット構成物を画定し、
　　（iｖ）前記スロット構成物は、前記第１の流れが前記第１の開いている内部空間か
ら前記中央端部キャップの内腔中に入って流れるとき、前記第１流れの一部のみが前記ス
ロット構成物を通って前記中央端部キャップの前記外側領域に流れ、そして前記第２媒体
パックを通って流れるように、前記第１の媒体パックからの前記液体の第１流れを分割し
、
　（ｄ）前記フィルタカートリッジは、前記フィルタカートリッジが基部アセンブリ中に
操作可能に設置された場合に、前記基部アセンブリ中のハウジング挿入物とシールを形成
するように配置された前記中央端部キャップを取り囲むシール部材を備え、前記シールは
、前記液体の第１の流れが前記第１媒体パックを通って流れるまで、前記液体の第１流れ
が前記第２媒体パックを通って流れないように防いでいる、
ことを特徴とするフィルタカートリッジ。
【請求項２】
　（ａ）前記フィルタカートリッジは、前記第１媒体パックの第１端部に固定され、前記
第１の開いている内部空間と連絡している開口部を画定する第１端部キャップをさらに備
え、
　　（i）前記第１端部キャップは、前記第１端部キャップの開口部を取り囲こみ軸方向
に延びている壁を含み、前記壁は、Ｏ－リングシール部材を保持し、
　（ｂ）前記フィルタカートリッジは、前記第２媒体パックの第２端部に固定され、前記
第２の開いている内部空間と連絡している開口部を画定する第２端部キャップをさらに備
え、
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　　（ii）前記第２端部キャップは、前記第２端部キャップの開口部を取り囲み軸方向に
延びている壁を含み、前記壁は、Ｏ－リングシール部材を保持する、
ことを特徴とする請求項１に記載のフィルタカートリッジ。
【請求項３】
　（ａ）前記第１端部キャップは、半径方向の内側に向かって前記第１端部キャップの開
口中に突き出ている少なくとも１つの主要タブをさらに含み、
　（ｂ）前記中央端部キャップを取り囲むシール部材は、前記中央端部キャップの第１側
部を取り囲こむ壁から半径方向に突き出ているリップシール部材を含み、
　（ｃ）前記中央端部キャップは、前記管状壁によって保持されかつ前記スロット構成物
と前記中央端部キャップの第２側部との間で軸方向に前記内腔を覆うＯ－リングシール部
材を含むことを特徴とする請求項２に記載のフィルタカートリッジ。
【請求項４】
　（ａ）前記スロット構成物は、少なくとも１つの細長く延びているスロットを含み、
　（ｂ）前記第１媒体パックと前記第２媒体パックとは、筒状形状であり、
　（ｃ）前記第１媒体パックは、前記第２媒体パックより大きい直径を持つことを特徴と
する請求項１乃至請求項３のうちのいずれか１項に記載のフィルタカートリッジ。
【請求項５】
　（ａ）前記第１媒体パックは、前記第２媒体パックの軸方向の長さより大きな軸方向の
長さを有し、
　（ｂ）前記第１媒体パックは、ひだ付き媒体を含み、
　（ｃ）前記第２媒体パックは、ひだ付き媒体を含み、
　（ｄ）前記第１媒体パックと前記第２媒体パックとは、同軸方向に整列されていること
を特徴とする請求項１乃至請求項４のうちのいずれか１項に記載のフィルタカートリッジ
。
【請求項６】
　フィルタアセンブリであって、
　請求項１のフィルタカートリッジを含み、
　（ａ）前記フィルタアセンブリは、内部を画定する基部ハウジングを含む基部アセンブ
リを含み、前記フィルタカートリッジが前記基部ハウジングの内部に操作可能でかつ取り
外し可能に取り付けられており、
　　（i）前記基部アセンブリは、前記基部ハウジングと連絡するポートアセンブリを含
み、
　　（ii）前記基部アセンブリは、前記ポートアセンブリに操作可能に連結する潤滑油冷
却アセンブリを含み、
　（ｂ）前記フィルタアセンブリは、前記基部ハウジング上に取り外し可能に配置される
カバーを含み、前記カバーは、前記基部ハウジングの内部へのアクセスと前記取り外し可
能なフィルタカートリッジへのアクセスとを可能とするために選択的に取り外し可能であ
る、ことを特徴とするフィルタアセンブリ。
【請求項７】
　（ａ）前記基部ハウジングの内部に操作可能に配置されたハウジング挿入物をさらに含
み、前記ハウジング挿入物は、挿入物内部を画定する挿入物を取囲む壁と、前記挿入物内
部へのアクセスを提供する開いている口部と、第１開口部とバルブ収容開口部とを画定す
る挿入物底部とを含み、
　　（i）前記フィルタカートリッジは、前記第２媒体パックと前記中央端部キャップと
が前記挿入物内部の内側に配置されるが、前記第１媒体パックが前記挿入物内部の外側に
配置されるように、前記ハウジング挿入物中に操作可能に取り付けられており、
　（ｂ）前記中央端部キャップを取り囲むシール部材は、前記中央端部キャップの第１側
部を取り囲こむ壁から半径方向に突き出ているリップシール部材を含み、
　　（i）前記リップシール部材は、前記挿入物を取囲む壁とともにシールを形成し、
　（ｃ）前記挿入物の前記バルブ収容開口部内に組合わせバルブをさらに含み、
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　　（i）前記組合わせバルブは、前記フィルタアセンブリを通過する流体の流れが無い
場合に、流体が前記第２媒体パックを通って流れることができかつ流体が前記基部ハウジ
ングから排液されないようにすることで流体の量を制御することを特徴とする請求項６に
記載のフィルタアセンブリ。
【請求項８】
　（ａ）前記ポートアセンブリは、
　　（i）潤滑油ポンプの下流にある第１潤滑油チャンバと、
　　（ii）前記第１潤滑油ポンプの下流にありかつ前記潤滑油冷却アセンブリの上流にあ
り、前記潤滑油冷却アセンブリと連絡する第２潤滑油チャンバと、
　　（iii）前記潤滑油冷却アセンブリの下流にありかつ前記潤滑油冷却アセンブリと連
絡する、冷却された潤滑油入口チャンバであって、
　　　（Ａ）前記フィルタカートリッジアセンブリのすぐ上流にある、前記冷却された潤
滑油入口チャンバと、
　　（iv）前記フィルタカートリッジのアセンブリの下流にありかつ潤滑油溜めの上流に
配置された潤滑油溜めチャンバと、
　　（v）前記潤滑油冷却アセンブリの上流にあり、前記潤滑油冷却アセンブリと連絡す
る第１冷却液チャンバーと、
　　（vi）前記潤滑油冷却アセンブリの下流にあり、前記潤滑油冷却アセンブリと連絡す
る第２冷却液チャンバーと、
を含むことを特徴とする請求項６または請求項７に記載のフィルタアセンブリ。
【請求項９】
　（ａ）前記ポートアセンブリ内に操作可能に配置され、前記第１潤滑油チャンバと前記
第２潤滑油チャンバとの間にある潤滑油の流量を制御する反排液バルブアセンブリと、
　（ｂ）前記第１潤滑油チャンバと前記冷却された潤滑油入口チャンバーとの間にある潤
滑油の流量を制御する潤滑油冷却バイパスバルブアセンブリと、
をさらに含むことを特徴とする請求項８に記載のフィルタアセンブリ。
【請求項１０】
　（ａ）前記フィルタカートリッジのアセンブリが操作可能に設置されていない場合に、
前記基部ハウジングと前記カバーとが接続できないようにするフィルタロックアウト機構
と、
　（ｂ）前記フィルタカートリッジのアセンブリが前記基部ハウジングから取り外される
前に、前記基部ハウジングの液体を排出する排液機構と、
をさらに含むことを特徴とする請求項７乃至請求項９のうちのいずれか１項に記載のフィ
ルタアセンブリ。
【請求項１１】
　液体をろ過する方法であって、
　（ａ）前記方法は、液体の第１の流れから微粒子を除去するために第１のフィルタ媒体
パックの外側から前記第１のフィルタ媒体パックの内側まで前記液体の第１の流れを管状
の第１のフィルタ媒体パックの半径方向に通して導くことによって、前記液体の第１の流
れを前記第１のフィルタ媒体パックを通して導く工程を含み、
　（ｂ）前記方法は、前記第１のフィルタ媒体パックによって前記液体の第１の流れから
微粒子を除去した後で、前記第１の流れの体積のうちの少なくとも８０％を、ろ過された
液体ポートを通して下流のコンポーネントまで導き、かつ、前記体積のうちの残りの２０
％未満を、前記第１のフィルタ媒体パックの内側から前記第１のフィルタ媒体パックと管
状の第２のフィルタ媒体パックとの間にある流路を軸方向に通して前記管状の第２のフィ
ルタ媒体パックの外側の空間まで導き、次に、前記体積のうちの残りの２０％未満を、前
記管状の第２のフィルタ媒体パックの外側から前記管状の第２のフィルタ媒体パックの内
側まで微粒子を除去するために前記管状の第２のフィルタ媒体パックを通して導くととも
に第２の流れを提供する工程を含み、
　　（i）前記第２のフィルタ媒体パックは、前記第１のフィルタ媒体パックと同じカー
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トリッジの一部であり、
　（ｃ）前記方法は、体積のうちの残りの２０％未満を前記管状の第２のフィルタ媒体パ
ックに通して微粒子を除去した後で、前記第２の流れを液体溜めに導く工程を含む、
ことを特徴とする方法。
【請求項１２】
　前記第１の流れの体積のうちの少なくとも８０％をろ過された液体ポートを通して下流
のコンポーネントまで導き、かつ、前記体積のうちの残りの２０％未満を管状の第２のフ
ィルタ媒体パックを通して微粒子を除去するために導くとともに第２の流れを提供する工
程は、
　　（ａ）前記第１の流れの体積のうちの少なくとも９０％をろ過された液体ポートを通
して下流のコンポーネントまで導き、かつ、前記体積のうちの残りの１０％未満を管状の
第２のフィルタ媒体パックを通して微粒子を除去するために導くとともに第２の流れを提
供する工程を含み、
　前記体積のうちの残りの２０％未満を管状の第２のフィルタ媒体パックを通して微粒子
を除去するように導くとともに第２の流れを提供する工程は、
　　（ａ）前記体積のうちの残りの２０％未満を、前記第１のフィルタ媒体パックと前記
第２のフィルタ媒体とを結合する端部キャップ中の流路を通すように導く工程を含むこと
を特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　（ａ）前記第２の流れを液体溜めに導く工程は、
　　（i）前記第２のフィルタ媒体パックの清浄側部空間と溜めチャンバとの間にある組
合わせバルブを用いて前記第２の流れの流量を制御する工程を含み、
　（ｂ）前記体積のうちの残りの２０％未満を、前記第１のフィルタ媒体パックの内側か
ら、前記第１のフィルタ媒体パックと前記第２のフィルタ媒体パックとの間にある流路を
軸方向に通して、前記管状の第２のフィルタ媒体パックの外側の空間まで導く工程は、
　　（ii）前記体積のうちの残りの２０％未満を、フィルタ挿入物壁の内側と前記第２の
フィルタ媒体パックの外側との間にある空間まで導く工程を含むことを特徴とする請求項
１１または請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　フィルタアセンブリを点検整備する方法であって、
　（ａ）請求項６のフィルタアセンブリを提供する工程と、
　（ｂ）前記基部ハウジングから前記カバーを取り外す工程と、
　（ｃ）前記基部ハウジングから前記フィルタカートリッジを取り外す工程と、
　（ｄ）前記基部ハウジング中に請求項１乃至請求項５のうちのいずれか１項に記載の新
しいフィルタカートリッジを操作可能に取り付ける工程と、
　（ｅ）前記基部ハウジング上にカバーを配置する工程と、
を有することを特徴とする方法。
【請求項１５】
　（ａ）前記カバーを取り外す工程は、前記第１媒体パックの上流側部の液体を溜めチャ
ンバまで排液するために、排液バルブ（３６）を開ける工程を含み、
　（ｂ）前記カバーを取り外す工程は、前記第１媒体パックの上流側部の液体を溜めチャ
ンバまで排液するために、排液バルブ（３３６）を開ける工程を含むことを特徴とする請
求項１４に記載の方法。
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